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動向レビュー

オープンサイエンスをモニタリングする
機関向けダッシュボードとその提供指標

：OpenAIRE を例として

池
いけ

谷
や

瑠
る

絵
え

＊

1. はじめに
　近年、世界的にオープンサイエンスが推進されてい
る。オープンサイエンスとは、ユネスコの定義による
と、「多言語の科学知識を誰もが自由に利用・アクセス・
再利用できるようにし、科学と社会の利益のために共
同研究と情報の共有を増進させ、科学知識の創造、評
価、伝達のプロセスを従来の科学界を超えて社会貢献
活動に関するすべての人に開放するための様々な運動
と実践を統合した包括的な概念（1）」（E2485 参照）で
あり、21 世紀の ICT の急速な発展を背景に、データ
公開や協働によって既存の垣根を越えようとする新し
い科学の在り方である。
　オープンサイエンス政策は、米国、欧州等さまざ
まな国と地域で進められており、米国国立衛生研究
所（NIH）（2）をはじめとする資金提供を行う研究所や、
欧州連合（EU）の研究・技術開発フレームワーク・
プログラム（Framework Programmes for Research 
and Technological Development）であるHorizon 
Europe（3）等の資金助成プログラムも、研究者に対し
て、論文や研究データ等の研究成果物の公開を強く要
請するようになってきた。そして近年、このようなオー
プンサイエンス施策の下に公開された研究成果物を収
集して、進捗状況がひと目でわかる画面・機能で提供
するダッシュボードが発達してきており、資金提供者

や大学等の機関向けに提供されている。
　本稿では、オープンサイエンスをモニタリングする
ダッシュボードとして先駆的であり、また代表的なも
のとして EU の OpenAIRE（4）を取り上げ、特に大学等
の機関向けのダッシュボードに注目して、その提供指
標を中心に紹介する。その際、研究評価という、オー
プンサイエンスのもう一つの側面についても少々考察
したい。

2. なぜモニタリングなのか
　オープンサイエンスに限らず一般に活動を推進する
には、活動について具体的な目標を定め、目標がどれ
だけ達成されたかについて把握する必要がある。
　EU におけるオープンサイエンスのモニタリング
は、オープンサイエンスの実践を支援し、推進するこ
とを目的としている（5）。この目的の下で、モニタリン
グの具体的な対象として、EU 全体にわたるオープン
サイエンスの政策や規程（policies）、実践（practices）、
影響力（impact）が挙げられる。モニタリングにも
とづいてオープンサイエンス政策と実践の隔たりを把
握して、政策へ迅速に反映することが目指されており、
欧州・国・機関という 3 つのレベルで、モニタリング
を反映したオープンサイエンス進展への取り組みが必
要であるとしている。また、国ごとのオープンサイエ
ンス政策の実装状況や、実践のユースケース等をマッ
プで示した“EOSC Observatory”（6）が、ウェブサイト
上で公開されている。
　このように EU のオープンサイエンスのモニタリン
グの枠組みは、3 つのモニタリング対象（政策や規程・
実践・影響力）と、3 つの活動主体（欧州・国・機関）
で構成されており、その関係は表 1 のようになってい
る。また、このうちの「実践」について EU は、かね
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表 1　EUのオープンサイエンス・モニタリング枠組み

出典：UNESCO. Working Group on Open Science Monitoring. online meeting, 2022（7）資
料にもとづき筆者作成

モニタリング
対象

 活動主体
政策や規程 実践 影響⼒

欧州 ー ー  未定

国
オープンサイエンス政策
資⾦配分戦略

進捗把握
事例
資⾦配分実施

未定

機関
資⾦提供機関による⽅針
策定
研究機関による⽅針策定

成果指標
未定

表1 EUのオープンサイエンス・モニタリング枠組み
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てより「FAIR 原則にもとづくデータ公開」等、8 本
の柱を示してきた（8）。その中には、「研究の質や影響
力を測る新しい研究評価指標の開発」と、「研究者の
オープンサイエンス実践を実績として認める研究者評
価の構築」があることから、モニタリングに際しても、
政策要請や規定の遵守、公開に加え、社会への影響力
を測る新しい指標の採用と研究評価改革が対象になる
と考えられる。

3. モニタリングのためのダッシュボード
　ところで、これまで「ダッシュボード」という語
を定義せずに使用してきたが、ここで改めて取り上
げたい。ダッシュボードとは、そもそもは馬車の泥
よけに由来し、車等の操縦席の前面に設置される計
器類の集合体を指す語である（9）が、前章の“EOSC 
Observatory”のようなウェブサイト上のツールも、
一般に「ダッシュボード」と呼ぶことがある。近年は
企業経営における重要業績評価指標（KPI）の達成や
監視サービスでの異常検知等の目的で、情報源となる
システムからデータを抽出してグラフ、マップ、ア
ラート等を表示させる画面としてのダッシュボード
が、社会のさまざまな領域で広く使われている。フュー

（Stephen Few）氏の定義によれば「一画面に集約・
整理され、ひと目で情報を把握できる」機能・画面で
ある（10）。また、「データ、プロセス、視点の 3 つが統合」
されている点が重要な特質であり（11）、人間がひと目
で情報を把握するためには、視覚性に優れていること
も要件になる（12）。
　OpenAIRE では、オープンサイエンスをモニタリ
ングする欧州・国・機関向けのダッシュボードをそれ

ぞれ提供している。表 2 にその提供状況を示した。「資
金提供機関」向けのダッシュボードは表 1 の「欧州」、

「大学等の機関」と「データ提供者」向けは表 1 の「機
関」にそれぞれ対応している。国レベルのものは連携
して共同開発される等、形態が異なるため表には記し
ていない。

4. オープンサイエンスのモニタリング指標
　では、このようなダッシュボードにおいて具体的に
どのようなものがオープンサイエンスのモニタリング
指標として求められてくるだろうか。大学や研究機関
における具体的なオープンサイエンスの実践に関する
EU の調査「オープンサイエンスモニタープロジェク
ト」の最終リポートでは、①オープンアクセス（OA）

（OA ポリシー、グリーン・ゴールド OA）、②オープ
ンデータ（オープンデータポリシー、データリポジ
トリ、オープンデータに関する研究者の意向）、③協
働（コードの公開、オルトメトリクス、装置・ツール
の共有、市民科学）等がモニタリングするべき趨勢と
して挙げられている（14）。これらはそれぞれ、2 章で示
した EU のオープンサイエンスのモニタリング枠組み
における 3 つのモニタリング対象（政策や規程・実
践・影響力）との対応関係が見られる。また 2021 年
の Science Europe のブリーフィングペーパー（E2424
参照）では OA のモニタリングについて報告してい
るが、その中でも、指標の詳細はモニタリングの目的
や期間等といった各機関の関心によって異なると結論
づけられている（15）。
　次に、OA 以外のオープンサイエンスの実践として、
研究評価や社会への影響力の測り方（2 章参照）につ

表 2　OpenAIRE 提供ダッシュボードの変遷

出典：�筆者らの論文（13）にもとづき筆者加筆

    年⽉
対象 2018/10 2019/01 2019/03-05 2021/03 2022/01

資⾦提供機関
Funder
Monitoring
Dashboard

Funder
Dashboard

Funder /Project
Dashboard

MONITOR |
OPENSCIENCE
OBSERVATORY

MONITOR |
OPENSCIENCE
OBSERVATORY
MONITOR | Funders

⼤学等の機関 ー ー ー ー
MONITOR |
Research Initiatives /
Research Institutions

データ提供者
Content provider
Dashboard

Content Provider
Dashboard

Content Provider
Dashboard

Provide
Dashboard

Content Provider
Dashboard

研究コミュニ
ティ

Dashboard for
Research
Communities

Research
Community
Dashboard

Research
Community
Dashboard

Research
Community
Dashboard

Research Community
Dashboard

研究者 EXPLORE EXPLORE EXPLORE EXPLORE EXPLORE

表2 OpenAIRE提供ダッシュボードの変遷
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いてふれたい。「研究評価に関するサンフランシスコ
宣言」（DORA）（16）やライデン声明（17）に代表される国
際的な研究評価改革の議論を経て、責任ある研究指
標（Responsible research metrics）（18）の考えが示され
てきたことは、周知の通りである（E2561、CA2005
参照）。機関向けに研究評価指標を提供するツール
としては、Web of Science（WoS）から提供される
InCites（19）と、Scopus から提供される SciVal（20）が代表
的であり、国内外を問わず大学等で広く使われてきた。
しかし、WoS の主要指標であるインパクトファクター
が、上掲の DORA とそれに続く世界的な研究評価指
標の議論の中で批判を受けてきた経緯もあり、また、
2 章でみてきた EU の実践目標に照らすと、今後は研
究データやコードをはじめとする幅広い OA 成果物
の公開と、オープンサイエンス実践の研究者評価への
反映等が課題となるであろう。こうした課題への取り
組みは、商用サービスを含めた機関向けのモニタリン
グを通じて実装されていくことが予想される。EU の
OpenAIRE の活動と対比させると、日本においては、
CiNii Research（21）が同様の役割を担うことが可能性と
して考えられる。

5. OpenAIRE の大学等の機関向けダッシュボード提供
指標

　さて、OpenAIRE では、表 2 で示したように大学等
の機関向けダッシュボード（Institutional Dashborad）
と デ ー タ 提 供 者 向 け ダ ッ シ ュ ボ ー ド（Content 
Provider Dashboard）を提供していた。本章ではこ
のうち大学等の機関向けダッシュボードの提供指標に
ついて、主なものを表 3 に示した。これは筆者らが
2022 年 6 月から 9 月に調査を行ったもので、表 3 の

「区分」行にダッシュボード上の階層メニューを示し、
「指標」行に各メニューの下に配置される指標群を示
している。
　このダッシュボードでは、現在、ダッシュボード利
用機関における、主に Horizon Europe プログラムの
成果や、成果物の OA 状況が確認できるようになって
いる。メニューには資金（Funding）、成果（Research 
Output）、オープンサイエンス（Open Science）、協
働（Collaborations）、影響力（Impact）の項目が並
んでいる。各メニューの主な提供指標は、プロジェク
ト参加数と獲得資金額、論文・データセット・ソフト
ウェア・その他成果物の生産数、OA 率とメタデータ
付与数、論文ダウンロード数等であるが、対象期間や
プロジェクトの絞り込みによって詳細が示される指標
も併せて提供されている。
　また、現在「影響力」メニューの下に新たな指標を「準
備中」であると表示していることから、今後は指標の
一層の拡充が期待される。

6. おわりに 
　本稿では、近年世界的に推進されるオープンサイエ
ンスのモニタリングについて、OpenAIRE が大学や
研究機関向けに提供しているダッシュボードを例にし
て紹介した。オープンサイエンス政策の進展は欧州に
とどまらず、ユネスコはもちろんのこと、米国では
2023年を連邦政府全体でオープンサイエンス政策を
推進する「オープンサイエンス年」と決定する等、世
界的な潮流となっている。2013 年の G8 科学大臣会合
の共同声明において、研究データのオープン化が合意
されて以来、オープンサイエンスの推進が課題となっ
ている日本においても、同様のモニタリングが論点と

出典：OpenAIRE MONITOR dashboard（22）をもとに筆者作成

区区分分 指指  標標 区区分分 指指  標標 区区分分 指指  標標

資⾦ 研究プロジェクト参加者数 OA論⽂数（年次推移） 協働 複数資⾦による成果数

H2020*研究プロジェクト参加者数 OA種別論⽂数（年次推移） 影響
⼒

論⽂ダウンロード数（年次推移）

H2020研究プロジェクト獲得資⾦額 OA論⽂数上位15資⾦提供機関 要旨付論⽂ダウンロード数
H2020研究プロジェクト獲得資⾦額上位15件 OA種別論⽂数上位15ジャーナル 論⽂あたり平均ダウンロード数（年次推移）
H2020研究プログラム参加者数上位15件 グリーンOA論⽂数上位15リポジトリ 論⽂ダウンロード数上位15ジャーナル
H2020研究プログラム獲得資⾦額上位15件 APCs/ジャーナル種別OA論⽂数

成果 研究成果物数（種別**ごと、年次推移ほか）
APCs/ジャーナル種別OA論⽂数上位15
ジャーナル

研究成果物数上位15成果提供元（リポジトリ
など）

PID付与論⽂数（種別⽐、年次推移）

研究成果物数上位15成果⽣産プロジェクト
著作権（CC）ライセンス付与論⽂数（年次
推移）

査読付き論⽂数（タイプ別） ORCID iD付与論⽂数（年次推移）
査読付き論⽂数上位15成果⽣産出版社 要旨付論⽂数（年次推移）

資⾦による成果論⽂の献辞付与率

表3 OpenAIRE機関向けダッシュボード提供指標⼀覧

*H2020は"Horizon Europe"の前⾝である"Horizon 2020"
を指す。
**種別：論⽂、データセット、ソフトウェア、その他

オー
プン
サイ
エン
ス

表 3　OpenAIRE の大学等の機関向けダッシュボード提供指標一覧
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なってくることが予想される。今後も引き続きダッ
シュボードの動向に注目していきたい。
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